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研究成果の概要（和文）： 
国内各地域におけるハンセン病法制の運用実態を把握し、ハンセン病者の処遇実態には国内に

おいても地域的差異が大きいことを明らかにした。同時に、日本のハンセン病医学の歴史的展
開を細部まで明らかにし、ハンセン病流行の実態とあわせて、両者が法制度とその運用に与え
た影響を総合的に解明した。さらに、諸外国のハンセン病医学の展開と各国のハンセン病法制
について分析し、日本のそれと比較検討を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
It is concluded that there is a regional difference in the way of treatment of leprosy 

patients in modern Japan based on the difference of local regal system. The historical 
development of leprosy medicine in Japan and the actual conditions of the prevalence 
of leprosy in Japan had an effect on the policy toward leprosy. In comparison with 
medicine and policy of several foreign countries, characteristics of Japanese become 
clear. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、新興感染症の出現やグローバルなパ

ンデミックの脅威への対処といったきわめ
て現実的な現代医学への要請と、それを具体
化する国際政治と地域的諸施策の構築の必
要性とがあり、人類の疾病の歴史的経験が参

照される機会が劇的に増加している。 
その際には疾病罹患者の処遇や人権とい

った視点も不可欠とされ、その歴史的変遷を
明らかにすることが求められるが、従来の医
学史研究がそうした要請に十分に応えてい
るとは言えない。 
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一方地域における具体的な疾病の実態や
病者の処遇は、都市衛生や社会福祉・社会事
業の枠組みの中でとらえられるに止まり、科
学技術としての医学の展開を参照しえない
ものとなっている。 

世界の動向を視野に入れた科学技術とし
ての近代医学の展開と、具体的な地域におい
て発生する社会問題としての疾病とそれへ
の政治的対処を、相互に関連しあう歴史的存
在として論じることが求められていると考
えられた。 
その格好の素材として、研究代表者がそれ

まで継続して取り組んできた近代日本のハ
ンセン病問題をえらんだものである。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、第一に、近代日本におけ

る感染症医学・疫学の展開の学術的軌跡を追
い、当該期の諸外国におけるそれとも比較し
つつ、その特質を明らかにすることである。   
第二に、そうした各段階における医学研究の
水準の反映の過程を具体的な諸地域に焦点
を置いて検証することにある。 

本研究ではこうした問題意識を追求する
ために、近現代日本におけるハンセン病問題
を中心的な素材とした。 

19 世紀後半～20 世紀初頭にかけて、世界
のハンセン病問題はあらたな局面を迎えた。
1860 年代のハワイにおけるハンセン病の流
行と、72 年のアルマウェル・ハンセンによる
らい菌の発見、そしてハワイでハンセン病者
救済事業に従事したダミアン神父のハンセ
ン病罹患と死亡は、ヨーロッパの植民地本国
に衝撃を与えた。帝国主義と世界的な移民を
背景に、ヨーロッパにおけるハンセン病パン
デミーへの恐怖とパニックが起こった。ハン
セン病は第三世界や植民地の「未開国」の病
とみなされ、医療ミッションの対象となった。  
同様の対応は日本に対しても向けられた。

近代日本のハンセン病医学・対策は、東アジ
アの医療・衛生環境を背景にもちながら進展
したのであり、隔離政策による日本固有の人
権侵害問題としてのみ分析することは不十
分である。こうして展開した日本のハンセン
病医学が、どのような具体的な政策展開とし
て結実するのかを追求することとした。 
 
３．研究の方法 
(1)ハンセン病医学の史的展開の検証 
近世後期～1950 年代の日本におけるハン

セン病医学の展開について、当該期の医学論
文・医事評論等を中心に調査した。具体的に
は、国立国会図書館・大阪大学附属図書館生
命科学図書館・大阪医科大学図書館・京都薬
科大学図書館・大阪府立中央図書館・大阪市
立環境科学研究所などの諸機関において史

料調査を行うことができた。 
 
(2)海外のハンセン病医学研究との比較 

近年、海外のハンセン病史研究は、植民地
研究・帝国研究との関連においてめざましく
進展しているが、こうした研究潮流に日本の
ハンセン病史研究を位置付ける作業を行っ
た。19～20 世紀初頭における諸外国におけ
る状況を示す基礎的なデータを揃え、また、
諸外国における当該期の日本のハンセン病
を含む疾病状況がどのように把握されてい
るかについて調査した。 
フィリピン・クリオン島ハンセン病アーカ

イブズでの調査においては、近代日本のハン
セン病関係史料のなかでも日本に現存しな
い史料を確認したほか、19 世紀末から 20 世
紀にかけての世界各国のハンセン病関係史
料を閲覧・収集することができた。 
アメリカ・フィラデルフィアのミュッター

医学史図書館では、19 世紀末に来日し日本の
ハンセン病の状況について多くの論考を発
表したアルバート・アシュミード医師の史料
を中心に収集したほか、海外の当該期におけ
るハンセン病医学の重要文献を入手するこ
とができた。 
 
(3)日本国内における実態把握 
国内各地のハンセン病療養所・外来診療機

関他における資料調査を実施した。同時に自
治体におけるハンセン病施策を追跡するた
め、資料残存状況の比較的良い各地での行政
文書の調査を行った。 

大阪府では、健康医療部保健医療室が所蔵
する大阪府のハンセン病関係史料を閲覧し
複写を入手したが、当事者のプライバシーを
理由に多くの制限がかけられる結果となっ
た。 

国立療養所では、長島愛生園・邑久光明園
において調査を行った。 
邑久町史・岡山県史編纂の過程で判明した

史料については編纂者より情報提供を受け
ることができた。 
 
(4)(1)～(3)の総合的把握 

調査資料の分析を行い、その成果を総合的
に把握するための作業を行った。大まかに分
けて、①申請者のこれまでの研究成果を補強
するための分析と、②あらたな研究領域の開
拓の両方向にて作業をすすめることができ
た。 
 
 
４．研究成果 
(1)ハンセン病関連地域法制の体系化 
1907 年・1931 年の二度の画期における国

内のハンセン病法制について、地域における
具体的な法運用のあり方を調べるため、各都



 

 

道府県の府県令の収集を進めほぼすべての
都道府県のデータを収集した。 
収集方法としては、①各都道府県立図書

館・公文書館など、当該期の各都道府県公報
を所蔵している機関に研究目的を説明し調
査を依頼、可能であれば該当法令の所載史料
を郵送などの方法で提供を受けた。②機関へ
の調査依頼が受け入れられない場合は、各機
関へ直接調査に赴き、史料の複写物等を取得
した。自治体ごとに公報の保存・公開状況が
異なり、調査には多大な労力と日数を要した
が、その結果、同じ法令に対する地方自治体
での対応策や対応にかかる時間にはかなり
差異があることがわかった。 

このような、ある特定の法令についての地
域的対応に関する研究は、管見の限り事例は
多くなく、 

以上の都道府県法令のタイプごとの分類
を行い、ハンセン病者の処遇実態には①法制
上の処遇の違い②国内においても地域的差
異が大きいことを明らかにした。 

 
(2)海外調査による成果 

2008 年度に行ったフィリピンとアメリカ
での海外調査により収集した資料を用い、本
研究課題の主要なテーマである、欧米諸国を
はじめとする海外のハンセン病医学の展開
と各国のハンセン病法制について分析を進
めた。これらの資料は従来ほとんど研究に活
用されてこなかったものであるが、当初想定
していた医学史の資料としてのみならず、当
該期の日本の各種疾病の実態報告なども多
く含んでおり、疾病史研究に新たな知見を加
えるものであることが明らかになった。 
一例を挙げると、日本の疾病状況を調査し

欧米の医学会で盛んにそれを発信したＡ.ア
シュミードに関して、その言説が非常に注目
される。 

世界のハンセン病政策の方向性を決定づ
けたとされる 1897 年の第一回ベルリン国際
癩会議では、最終的に①ハンセン病は隔離に
よって予防されうる、②ノルウェーでおこな
われたのと同様の強制隔離が望ましい、③衛
生当局が社会の状況に応じた規則を定めね
ばならない、と決議された。この決議の背景
に、日本のハンセン病の状況と、その観察に
基づいたアシュミードの主張が大きく作用
したことが明らかになった。 

すなわち、第一回国際癩会議によって、20
世紀初頭のハンセン病者隔離の国際的潮流
が形成されたが、それを決定づけた重要な要
素のひとつは、近世的な色合いを残す明治初
頭の日本のハンセン病の状況であったとい
うことが判明した。 

 
(3)近代日本のハンセン病医学史の構築と法
制度への影響の解明 

海外・国内調査において収集した資料をも
とに、２．の海外の状況とも照らし合わせて
ハンセン病医学史の整理を行った。日本のハ
ンセン病医学の特質とハンセン病流行の実
態を明らかにし、両者が法制度とその運用に
与えた影響を具体的に指摘することが可能
となった。 

特に、日本のハンセン病政策史上大きな課
題となってきた光田健輔医師のハンセン病
医学史上における位置づけとして、初めての
研究成果となった。 
土肥慶蔵以来の近代日本の皮膚科学にお

いて、ハンセン病は重要なテーマの一つであ
った。土肥が当初から唱えていた素質遺伝説
は、その後のハンセン病観に一定の影響力を
保つが、科学的に実証する技術が伴わず経験
則的なものとして共有されつつも、医学研究
としては細分化が進んでゆく。 
光田健輔の研究者としての名声を高めた

のはいわゆる「光田反応」の発見によるが、
これはハンセン病の治療法ではなく診断法
である。光田の研究は病理学より発しており、
また、ハンセン病療養所の医官としての立場
から切実に求められたのが、患者であるか否
か、すなわち収容対象者であるか否かを見分
ける技術であった。感染のメカニズムや治療
方法の研究といった、ハンセン病医学研究の
いわば本筋には関わらず、実務家として有用
なツールをもたらしたのが光田健輔であっ
た。このことが光田の政策上の発言力を増し
たことが指摘できる。 
こうしたハンセン病医学史の概観の中に

光田の研究を位置づける作業は、その他の医
師・研究者らによる研究の潮流を的確に把握
し、相対的に配置するなかではじめて可能と
なったものである。 
以上の(1)～(3)の成果は、研究代表者の博

士論文と合わせる形で、研究成果公開促進費
による出版事業の対象となり、『近代日本の
ハンセン病問題と地域社会』（大阪大学出版
会、2011年）として刊行される予定である。 
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